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梅雨に入り、雨が続き、また日によっては夏日となる今日この頃ですが、皆様
いかがお過ごしでしょうか？天候が変動し、体調を崩しやすい時期でもありま
すので、十分体調に気を付けて夏本番に備えましょう。

中高生対象の「医師の職業体験」が開催されました。
6月16日（日）に、宇部市文化会館で、山口県医師会による「医師の職業体験」が行
われました。これは中高生を対象としたイベントで、2年前に山口県医学会第100回記

念で初めて行われたところ大きな反響があり、以後続けて開催されているものです

（昨年は下松市）。例年、医学教育学講座が協力して器具の設置や指導にあたってお

り、今年は大学の若手の先生や医学科のコードオレンジの学生さんにも来て頂きまし

た。当日は約30人の中高生が集まり、医学の基礎や山口県の医療の現状について

のレクチャーのほか、班に分かれて、血圧測定、採血手技、ガウン＆縫合、心肺蘇生

の実技指導・体験学習を行いました。生徒の皆さんにとって、医療手技の体験や医

師・医学生との交流が将来の進路選択において意義深いものになれば幸いに思いま

す。今年度でセンター試験が廃止となり新たな共通テストが開始されるなど、受験勉

強を取り巻く環境も様変わりして

いる中、日々勉学に励んでいる

とのことで、この中から今後、

山口県の医療を担う人材が

数多く出てくることを期待して

います。

1年生を対象とした高齢者施設体験実習を行いました。

7月2日（火）と9日（火）に1年生を対象とした高齢者施設体験実習を行いました。
この実習は、まだ入学して間もない1年生という時期に、介護・福祉の現場を体験する

ことを通じて、社会における保健・医療・福祉の役割を理解し、医師になる自覚を養う

ことを目的としています。山口大学吉田キャンパスより、2~4名のグループでタクシー

に分乗して、各高齢者施設に向かいました。施設によって体験できる項目が異なりま

すが、実習担当の方のご指導の下、会話を通じたコミュニケーション、食事介助、入浴

介助、おむつ交換を体験しました。実習後、学生は、

高齢者施設を見学して気付いたこと、考えたことを

レポートにまとめました。初めて体験することが多く、

大変貴重な体験になったのではないかと思います。

今回の体験実習を通じて、医師になる自覚を持ち、

これからの学生生活に臨んでほしいと思います。
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本医学科は今年の10月28日（月）～11月1日（金）に医学教育分野別認証評価を受

審することが決定しています。7月5日（金）に医学教育分野別評価の準備に向けたFD

研修会を開催しました。まず、白澤医学教育センター長より、本医学科の医学教育分野

別認証評価に向けた準備状況と今後のスケジュール、実地調査5日間の概要の説明

がありました。続いて、岡山大学医学部副学部長の松川昭博先生に『医学教育分野別

認証評価にむけて ～どう備え、どう活かすか～』 と題して、ご講演をして頂きました。

まず、実地調査前に行われる自己点検評価報告書に対する質問への対応についてご

説明があり、受審直前でしかも短期間での対応が求められ、大変ですが、まじめに対

応することをお勧めしますとアドバイスを頂きました。さらに、領域1~9のポイントや領域

別検討会議での領域の概要を説明するプレゼンテーションの重要性、評価委員からの

質問に答える積極的な姿勢の大切さを述べられました。

教職員の皆さんにご参加頂きましたが、今回の松川先生

のご講演により、医学教育分野別認証評価に対する理解

が深まったのではないでしょうか？

あと3ヶ月余りで受審を迎えますが、改めて、教職員皆様

のご協力を宜しくお願い申し上げます。

医学教育分野別認証評価に向けたFD研修会を開催しました。

7月9日（火）、11（木）、17日（水）にPost-CC OSCEの内部評価者説明会を開催しま

した。7月27日（土）に6年生を対象にしたPost-CC OSCE（トライアル）が初めて実施さ

れますが、教員側も評価するのが初めてであり、その評価基準を統一する目的で行い

ました。当日のスケジュールに関する説明、続いて、 1~6段階の評価スケール（評価

ルーブリック）の評価内容に関する具体的な説明を行いました。さらに、Post-CC 

OSCEのサンプルDVDを視聴した後、各設問に対して各先生方に評価して頂き、日本

医学教育評価機構が推奨する各設問に対する評価の紹介を行いました。両者が大きく

異ならない設問もありましたが、機構の評価が意外な

評価で、先生方の評価と異なる設問も幾つかありました。

その際は、機構が特に重視している評価ポイントを説明

し、機構の評価基準をご理解頂きました。来週には、

Post-CC OSCEを迎えますが、ご担当の教職員の皆様

のご協力を何卒宜しくお願い致します。

Post-CC OSCEの内部評価者説明会を開催しました。


